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１．概要（Summary） 

 

ダイヤモンド中の NV 中心からの発光を観測し、研

究を行っている。Solid Immersion Lens を作製する

ことにより NV 中心からの発光検出感度（取り込み効

率）が 10 倍程度大きくなることが報告されていたの

で、FIB を用いて、分解能等に関し、条件だしを行っ

た。 

表面に近い、浅いところに存在する NV 中心からの

発光強度を高めるためには小さな Solid Immersion 

Lens を作製する必要があるため、数ミクロン程度の

Solid Immersion Lens の作製を目指した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した装置 

集束イオンビーム装置(SMI2050) 

・実験方法 

FIB 装置を用い、ダイヤモンド試料を加工した。照射

エネルギーや電流量を変えて実験を行った。条件とし

ては、いくつかのパラメーターを変えて、条件出しを

行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

表面に近い、浅いところに存在する NV 中心からの

発光強度を高めるためには小さな Solid Immersion 

Lens を作製する必要があるため、数ミクロン程度の

Solid Immersion Lens の作製をいくつかのパラメー

ターを変えて、条件出しを行った。 

Fig.1 に示したように、期待通りに直径が 1.5 ミク

ロン未満の Solid Immersion Lens を作製することが

できた。 

ソリッドエマージョンレンズ付近に点在するスポ

ットは単一 NV 中心からの発光によるものである。ソ

リッドエマージョンレンズからの発光強度は、それほ

ど増えていない。目標の 10 倍まで達していない理由

としては、ソリッドエマージョンレンズの中心から数

百ナノメートルずれた位置に NV 中心が存在している

ためと考えられる。 
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Fig.1 SEM image around solid immersion lens and confocal 

microscope image 


